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１． 要約 

本研究では、平面上に配置された感圧センサの集合体により、押し付けた物体の面の形状

を判定するデバイスの開発を目指した。そのために、タクトスイッチを平面上に複数並べ、

センサの信号を機械学習プログラムに読み込ませるという手法をとった。その結果、感圧部

の範囲に収まる長方形と正方形の面の判別に成功した。 

 
キーワード 触覚 機械学習プログラム Raspberry Pi 人間-コンピュータ間の接続性  

 
２． 研究の背景と目的 

 私は、人間-コンピュータ間の接続性を高

めるという目標をもっている。そのために

は既存の聴覚と視覚に加えて、触覚という

感覚を両者のコミュニケーションの媒体と

することが必要であると考えた。 

 

３． 研究内容 

３.１ 圧力分布による触覚の再現 

タクトスイッチを平面上に複数個ならべ

たものを感圧部とし、物体を押し付けたと

きの圧力分布のデータをリスト化し機械学

習プログラムに読み込ませることで、押し

付けたものの面の形状を判定できるのでは

ないかと考えた。 

 

３.２ 実験装置 

３．２．１ 感圧部 

タクトスイッチを感圧用に 2×3、ラベリ

ング用に１つをブレッドボード上に配置す

る。（右上図：ブレッドボード上のタクトス

イッチの配列） 

 
各スイッチを Raspberry Pi の GPIO ピン

に接続し、ON/OFF の信号を Raspberry Pi
に送信する回路を製作した。（下図：感圧部） 

 
３.２.２ システム概要 

 システムは、感圧部からの信号のリスト

化と、機械学習による判定の二つに分かれ

る。以下にシステムの概要を示す。 

 



 

３.３ 実験 

9 割の正答率を出すために必要なデータ

の個数を調べる。 

 

３.３.１ 実験方法 

感圧部の範囲に入るサイズの長方形と正

方形の面を押し付ける。長方形の面を押し

付けたときにラベリング用のタクトスイッ

チを ON にする。500 回、2000 回、3200 回

ごとのデータを機械学習に読み込ませて正

答率を出力する。 

 

３.３.１ 実験結果 

 実験結果を以下に示す。 

データの個数 正答率 
500 0.73 

2000 0.86 
3200 0.98 

 

３.４ 考察 

3200 回分のデータでプログラムデバイス

に押し付けた面の形状を９割の正答率で判

定することができた。また、学習データが多

いほどより正確な判定が可能であるといえ

る。 

 
４． 今後の展望 

 より解像度の高い感圧部をロボットハン

ドに取り付けることにより、仕分け作業の

機械化・正確化による生産性向上を目指す。 
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